
ワンちゃんのバッチフラワーレメディ

愛犬に関するお住まい・お庭のお悩みは にお気軽にご相談下さい

庭園工事・外構工事・管理・設計施工

株式会社 庭遊館

〒504-0945 各務原市那加日新町6-65
TEL 058-216-3110

FAX  058-216-3113
http://www.teiyukan.jp

「ワンワン！」うちの子、最近よく吠えるなぁと思ったら、エドワードバッチ博士のフラワーレメディを試してみませんか。

バッチフラワーレメディのいいところ！
◆バッチフラワーレメディは、体に働きかけるものではなく、
ワンちゃんの 心に働きかけてくれます。
◆副作用もなく無害です。
病気の時や妊娠をしている時、獣医さんから
処方されている薬を飲んでいる時でも
使うことができます。
◆選び方を間違ったとしても、
効果がないだけなので 問題ありません。
◆習慣性、依存性もないので、安心して
気楽に使えます。

どうやって作られているの？
フラワーレメディの作り方は、２種類あります。
①太陽法

湧き水と花をガラスのボウルに入れ、
花が最も美しく咲く日の晴天時の午前中に
太陽を当てます。
②沸法

水をはった鍋に、花・茎・葉・芽などを入れて
３０分間煮沸します。

抽出されたエッセンスに、同量の天然の保存液（ブランデーや
グリセリンなど）を加えたものが、バッチフラワーレメディの母液です。
化学成分は含まれていませんので安心です。
※日本で販売されているレメディは、ブランデーではなく
グリセリンが使われています。

選び方
バッチフラワーレメディは「こうなって欲しいから」という願望で

選ぶのではなく、「今はこの状態だから」という選び方をします。
例えば、よく吠えるワンちゃんがいるとします。

「吠えないようにするには」なにを選ぶ？ではなく、ワンちゃんの性
格やこの時の心の状態を観察して、それに合ったものを選びます。そ
して、あなたが選んだものに間違いはありません。

飲ませ方
①ストックボトルから直接飲ませる

必要なレメディをストックボトルから直接垂らして
飲むことが出来ます。３８種類のレメディは１回２滴。
レスキューレメディは４滴。

②食事と一緒にあげたり、おやつ、水に入れて飲ませ
る
飲み水に入れる際は全部飲むとは限らないので、
少し多めに入れます。

③トリートメントボトルを作って飲ませる
大型犬、小型犬に関係なく、１日１６滴。

便利なトリートメントボトルの作り方

①３０ｍｌのスポイトつきの遮光瓶を用意し、
ミネラルウォーターを入れます。
②選んだレメディを入れます。（７種類までＯＫ）

出来上がったトリートメントボトルは、
冷蔵庫にいれて保存しましょう♪

フラワーレメディを選ぶために、
いつも一緒の愛犬を心の目で見て
観察することで、ますます仲良く
なっちゃいましょう。
もちろん、愛犬のために選んだレメ
ディは、愛犬と繋がっている飼い主
さんにもオススメです。
飼い主さんの心が安定していること
が、ワンちゃんにとって、一番の心
の薬になのですから！
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